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実
感
し
た
中
村
さ
ん
。
会
の
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
ん

仲
間
が
増
え
た
こ
と
や
喫
茶

で
い
た
が
、
前
向
き

に

え

屈
で
は
言
い
に
く
い
悩
み
も
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
夫
顔

出
て
き
た
た
め
、
総
合
福
祉
を
み
せ
た
。

セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
変
更
。
中
村
さ
ん
は

「障
害

児
を

J

障
害
児
の
母
親
の
輪
を
広
げ
育
て
る
の
は
根
気
が
ド
る
一

.
ょ
う
と
、
会
以
外
の
人
も
参
の
で
大
変
。
で
も
、
子
ζ

も
一

加
で
き
る
相
談
会
ス
タ
イ
ル
に
楽
し
く
過
ご
し
て
日
し
一

に

し

た

。

い
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ら

こ

そ

、
み
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な
じ
話
一

紹
介
で
来
た
と
い
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五
歳
し
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
声
を

の
娘
を
持
つ
母
親
(四邑
は
、
掛
け
る
。
悩
み
相
談
会
同
毎

相
談
会
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た
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い
も
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第
二
木
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午
前
了
時

あ
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た
が
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「
就
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こ
と

l
正
午
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四
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干
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に
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瞳盤翻日〉火口
u向。口一月qu 

年ハuqu 
成平仕

立
・
春
日
井
市
王
子
町
に
あ
る
発
達
支
援
施
設
「
第

一
希
望

国
の
家
」
に
通
っ
た
子
ど
も
の
母
親
で
つ
く
る

「桃
山
会」

が
昨
年
十
月
か
ら
、
岡
市
浅
山
町
の
市
総
合
掴
祉
セ
ン
タ

ー
で
、
障
害
児
の
母
親
向
け
悩
み
相
談
会
を
聞
い
て
い

る
。
代
表
の
中
村
優
子
さ
ん
(
四
一
U

は

「悩
ん
だ
り
考
え
込

ま
ず
に
気
軽
に
話
し
に
来
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る。

ー

(丸
山
耀
平
)

あ
る
会
の
仲
間
と
毎
月

一

回
、
市
内
の
喫
茶
屈
に
集
土

守、

っ
て
話
す
と
気
持
ち
も
和
ら
仇

い
だ
。
徐
々
に
会
員
も
増
え

h
J

て
三
十
人
に
な
っ
た
。

位

一

だ
が
、
子
ど
も
の
年
代
が
目

同
じ
で
参
考
意
貝
か
聞
け
な

目

い
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
村
さ
此

ん
は
三
男
が
就
学
前
に
な
る
引
川

と
、
通
常
の
小
学
校
の
支
援

学
級
で
学
ぷ
か
、
特
別
支
援

学
校
に
通
う
か
で
迷
っ
た

が
、
小
学
生
の
母
親
た
ち
の

、
、

『喝面

」日

「
学
校
を
決
め
た
理
由
は

?
」

「
お
む
つ
は
ど
う
や
っ

て
と
れ
た
?
」
l
。
相
談
会

で
は
母
親
た
ち
の
会
話
が
弾

一む
。
相
談
内
容
は
学
校
や
普

一段
の
生
活
、
将
来
の
こ
と
な

一ど
多
種
多
様
。
何
げ
な
い
話

一
で
も
「
な
ん
だ
か
安
心
で
き

た」

「ス
ッ
キ
り
し
た
」
と

参
加
者
た
ち
か
ら
好
評
で
、

毎
回
三
人
1
十
人
ほ
ど
が
参

加
し
て
い
る
と
い
う
。

桃
山
会
は
六
年
前
、
代
表

]
の
中
村
さ
ん
ら
五
人
で
発
足

し
た
。
中
村
さ
ん
は
今
は
小

学
二
年
生
に
な
っ
た
三
男

(八つ)が
三
歳
の
時
に
広
汎
性

さ
れ
た
。

こ
と
に
不

は
少
な
か
っ
た
。
自
身
で
あ

ち
こ
ち
に
聞
き
回
り
、
考

え
、
判
断
し
た
。

「
い
ろ
ん
な
世
代
で
交
流

す
れ
ば
分
か
る
こ
と
が
あ
る

し
、
選
択
肢
も
増
え
る
」
と
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中
田

安
だ
っ
た
が
、
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